
令和５年度　狛江市立狛江第一小学校　学校経営計画
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　予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を創っていくのか、どのように社
会や人生をよりよいものにしていくのかという目的を自ら考え、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り
手となる力を身に付けられるようにすることが重要である。そこで、人権尊重の精神を基盤とし、他者や社会、自然環境等
とのつながりの中で、持続可能な社会の担い手となるために必要な「生きる力」を育成するために、次の目標を設定する。

プロとして高い専門性・指導力をもち、協働する職員集団
①学年団制による学年経営　②諸課題の解決に対応した柔軟な組織編成　③職層に応じたOJTの推進　
④自己のキャリアプランに基づいた成長　⑤ワークライフバランスのとれた業務　⑥教育公務員としての職責を全うする

●  自分で考える。

●  自分の考えをはっきり表現する。

●  対話を通して、自らの考えを深める。

●  よりよく判断し、行動する。

●  自分を知る。

●  相手の良さを知る。

●  認め合い、共感的に理解する。

●  やさしく、思いやりの心をもつ。

様々な課題を解決していくために、
自ら学び、考え、判断し、よりよ
く表現したり、行動したりする実
践力を身に付けさせる。

1-1 学年で、授業の共有化・共通化を図り、効果
的な授業を行うことで児童の知識・技能の着
実な定着を図る。

1-2 持続可能な社会の実現を目指し、ESDを核とし
た教育を教科横断的・総合的に実践する。（カ
リキュラムマネジメント）

1-3 話し合いの場や形態の工夫、思考ツール・付箋・
ホワイトボード・タブレット等を効果的に活用し、
一人一人の児童が考え、学びあい、高めあえる
授業を展開する。（思考力・判断力・表現力）

1-4 児童自らが学習の目標を定めたり、学習の評
価を行ったりすることで、より主体的に学習に
参加できるようにするとともに、学びの成長を
実感できるようにする。（自己評価、学びに向
かう力）

2-1 質の高い読書習慣を身に付けさせる。（読書センタ
ー機能として…本の森の活用、すきま読書の奨励）

2-2 探究的な学習で、図書資料を効果的に活用する。（学
習情報センター機能として…メディアセンターの活用）

3-1 一小ＧＩＧＡスクール構想に基づき、タブレッ
トを効果的に活用する。家庭学習での活用も
推進していく。

4-1 オリンピック・パラリンピックのレガシーから、
グローバルな視点から物事をとらえ、考えるこ
とができるようにする。

1-1 特に「人とのかかわり」を中心とした、人権教
育を継続する。

1-2 人権課題にも柔軟かつ適切に対応した指導を
行う。

2-1 日頃より児童の情報共有を図る（学年間、全体）。
2-2 学校いじめ防止基本方針に基づき、組織的か
つ継続的に対応する。

2-3 必要に応じ、民生委員等の地域人材も積極的
に活用する。

3-1 校内委員会を中心に、児童の情報共有を行い、
組織的な対応を図る。

3-2 必要に応じて関係機関や専門家と連携し、問
題の解決を図っていく。

3-3 特別支援教室（けやき教室）と連携し、個々
の児童に応じた指導方法を共有し、落ち着い
て学級で過ごせる環境を整える。

4-1 集団としての質を高めると共に、学力の定着度
に応じた指導を工夫することにより、一人一人
の能力の伸長を図る。

4-2 学年団で共通理解し、学年体制で指導・支援
を行う。

4-3 早稲田大学河村研究室と連携し、アドバイスを
指導に生かす。

1-1 ICTを活用した全校一斉の保健指導、給食指
導等を通して、共通実践を図る。

1-2 健康教育の取組を通して、正しい知識を得ると
ともに、自ら健康的な生活を送ろうとする態度
を育てる。

2-1 体力テストの結果の公開や豊かなスポーツライ
フ事業、外部人材によるスポーツ体験活動等を
通して、児童の体力・健康についての意識を
高める。

3-1 学級活動等を通して、感染等、病気や怪我の
予防に対する正しい知識を身に付けるとともに、
より良い行動について考えさせる。

3-2 毎日の体調管理を発達段階に応じて行わせる
ことで、自己の健康について意識を高めさせる。
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【確かな学力を育てる】

１ 授業方法の工夫・改善を図る。
（R3～5 東京都授業改善推進拠点校）

２ 学校図書館やメディアセンターの
積極的な活用を図る。

３ ICT活用の推進を図る。
４ オリパラレガシーから学ぶ。

人権尊重の精神を基盤とし、夢や
希望をもち、明るくたくましく生
きていこうとする心情や態度を育
てる。

【豊かな心を育てる】

１ これまでの人権教育の成果を活かし
た取組みを継続する。

２ いじめ未然防止・早期発見・早期対応
の取組みを図る。

３ 特別な教育的ニーズを必要とする児童や
不登校傾向にある児童への支援を図る。

４ WEB Q-Uを活用しながら、よりよい
学級集団を作る。

たくましい心と体づくりを目指し、
健康教育を推進する。

【健やかな体を育てる】

１ 保健指導・食育指導を柱とした健康
教育を推進する。

２ 豊かなスポーツライフ充実事業等を
通して、体力・健康についての意識
の向上を図る。

３ 感染症等、病気や怪我の防止を図る。

●  正しい知識をもつ。

●  自分の体を大切にする。

●  ねばり強く、最後まであきらめない。

【学校経営の基本的な考え】


